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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本語学習者が辞書としてスマホをどのように活用しているのか、
画面録画機能を用いてオンラインでの語彙検索行動を記録・分析することにより、学習者の辞書ツール使用の困
難点と改善法を明らかにすることにある。記録の面では、中国、韓国、台湾、ベトナム、英国、ドイツ、日本国
内の計10大学110名の学習者にたいし、動画約3,000件、シート約4,000件の語彙検索行動のデータを収集でき
た。一方、分析の面では、語彙検索行動を、入力言語、入力方法、検索リソース、検索過程の四つの段階に分類
し、それぞれの段階に固有の困難点が存在すること、また、それを辞書ツールの側で改善する必要性が示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to clarify learners' difficulties in using 
dictionary tools and how to improve them by recording and analyzing their online vocabulary search 
behavior through screen recording to see how learners of Japanese use their smart phones as 
dictionaries. In terms of recording, we were able to collect data on vocabulary search behavior from
 111 learners from 10 universities across China, Korea, Taiwan, Vietnam, the UK, Germany, and Japan,
 including approximately 3,000 videos and 4,000 sheets. In terms of analysis, the lexical search 
behavior was classified into four stages: input language, input method, search resource, and search 
process, suggesting that each stage has its own difficulties and that these difficulties need to be 
improved in the dictionary tool side.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語学習者は現在紙の辞書はほとんど使わず、スマホに依存している。しかし、スマホを辞書として使用した
場合、多様な問題点が存在する。本研究では、スマホの画面録画機能を用いて世界各地の学習者の辞書検索行動
を大量に収集・分析し、日本語学習者の辞書にたいするニーズや困難点を明らかにした。こうした調査結果は、
教室での辞書使用やオンラインの辞書開発に役立ち、日本語の学習環境の改善につながることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、日本語学習者の辞書使用の研究が急増しており、最新の研究では、紙の辞書や電子辞書
ではなく辞書アプリ（アプリケーション）やインターネット上の辞書が主流になっていることが
示されている。一方で、そうした時代の趨勢に応えるだけの学習者目線に立った電子的辞書コン
テンツの整備が不十分なことが指摘されており、学習者のスマホ（スマートフォン）使用の実態
に合わせた学習者用辞書ツールの開発が急務であるとされてきた。 
しかし、従来の研究は、辞書使用アンケートによる意識調査や、特定の課題による辞書使用の
実験調査が主であり、学習者が日常生活のどのような場面でどのような言葉をどのように調べ、
その結果、どのような困難が生じているか、といった実態調査が不足している現状があった。 
そこで、学習者の辞書使用の実態を把握する新たな方法を開発し、それによって学習者の日常
の辞書検索行動とその困難点を明らかにする必要があると考えた。 
 
２．研究の目的 
上記のような状況認識に基づき、本研究では、スマホ画面録画機能を用いて、日本語学習者の
スマホによるオンラインでの語彙検索行動を記録・分析することにより、学習者の辞書ツール使
用の困難点と改善法を明らかにすることを目的とした。また、研究課題は次のように設定した。 
 

RQ1 辞書ツール使用の困難点：辞書ツールを使いながらも、学習者自身が求めている情報を 
得られなかった場合、障害になっている原因は何か 

RQ2 辞書ツールの改善方法：辞書ツールをどのように改善すればいいか 
 
このような、語彙検索行動を記録・分析した調査結果があれば、教育現場での学習者にたいす
るスマホによる適切な語彙検索指導を行ったり言語運用の教材を開発したりするさいの参考に
なるだけでなく、学習者用の学習支援辞書ツールの開発に結びつく可能性もある。本研究は挑戦
的研究（萌芽）であり、このような将来的な可能性もまた、大きな目的として視野に入れて研究
を遂行した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、次のような手順で、学習者の辞書検索行動の観察調査を行い、辞書使用の実態を
明らかにすることを目指した。 
 
①国内外で日本語を学習する日本語学習者を対象に、1週間の辞書検索行動を記録してもらっ 
た。スマホを使用した場合は、スマホ画面録画機能を用いてその様子を録画してもらった。 
また、スマホの使用の有無にかかわらず、エクセルに、検索日時、検索目的、検索場面、検 
索語、検索方法など、辞書検索行動に関わる重要な情報を学習者本人に記入してもらった。 
②調査に協力してくれた学習者の情報を知るために、日本語能力を測定する試験を行ったほ 
か、学習歴、学習環境、使用ツールなどを情報シートに記録してもらった。 
 
 
４．研究成果 
上記の研究の方法により、中国の A大学 28名、中国の B大学 20名、韓国の C大学 11名、韓
国の D大学 11 名、台湾の E 大学 11 名、ベトナムの F大学 10 名、英国の G大学 2 名、英国の H
大学 1名、ドイツの I大学 3名、日本国内の J大学 13名の計 110 名にたいし、動画約 3,000 件、
シート約 4,000 件のデータを収集することができた。動画、シートともに量が膨大であるため、
研究期間終了後も整理を続けている。動画については個人情報が含まれている可能性があり、公
開は困難であるが、シートについては個人情報にたいする匿名化処理を施したうえで国立国語
研究所の Web サイトから公開する予定である。 
また、研究については 2年間であるため、研究期間終了後も上述の膨大なデータをもとに研究
を継続する予定になっているが、現時点でわかったことは次のとおりである。 
 
RQ1「辞書ツール使用の困難点」について 
 語彙検索行動は、①入力言語、②入力方法、③検索リソース、④検索過程、⑤検索行動の成否
の五つの段階で分類するのが適当である。RQ1 は⑤が否となった場合であり、その原因は①～
④の段階のいずれか、あるいは複数に求めることができる。 
たとえば、検索者がドイツ人の場合、①入力言語は、L1（ドイツ語）、L2（英語）、L3（日本語）
の三つに分かれる。このいずれを選ぶかで⑤検索行動の成否は左右される。とくに入力言語がド
イツ語である場合、コンテンツの整備が不十分なためか、検索行動がうまく行っていない状況が
しばしば観察された。 
また、②入力方法は、手書き入力、ローマ字入力、平仮名チャート入力、コピペ入力、音声入



力、写真入力の 6種が確認されており、これがやはり⑤検索行動の成否に影響を及ぼす。たとえ
ば、手書き入力はヨーロッパ系の学生は苦労しており、微妙な形のズレや書き順の誤りのせいで
アプリが読み取らなかったり、反対にそうしたズレや誤りを訂正せずに読み取ってしまうため
に学習者がミスに気づかなかったりする例が散見された。 
 ③検索リソースについては、辞書サイト・辞書アプリ、翻訳サイト・翻訳アプリ、辞書・翻訳
サイト・アプリ以外（画像検索や企業サイト等）、これら複数の組合せの四つに大別される。辞
書サイト・辞書アプリの場合、L1 によって、あるいは個々の辞書サイト・辞書アプリによって
質の差が大きく、コンテンツの質の向上が求められる現状にあることがわかった。一方、翻訳サ
イト・翻訳アプリは比較的長い文字列で検索を行うため、比較的誤りは少ないが、説明なしに翻
訳結果だけを返してくるため、学習者が学習に役立てられるかどうか疑問が残る面がある。 
 ④検索過程は、大きくは一度で終わる検索と複数回続く検索に分かれる。複数回続く検索のほ
うが情報量が多く、学習者の学びにつながるが、複数回の検索がかならずしも知りたかった情報
へのアクセスを保障するわけではなく、かえって混乱を増すことも少なくない。③のどの検索リ
ソースを調べるか、またどのような順序で調べるかが、検索行動の成否に結びついている様子が
窺えた。 
 
RQ2「辞書ツールの改善方法」について 

RQ1にたいする調査結果がそのまま RQ2にも適用できる。たとえば、①入力言語で言えば、
英語以外の L1 のコンテンツは蓄積が不十分なため、改善の余地が大きい。また、日本語のコン
テンツでは、もともと母語話者向けに作られた国語辞典の情報が転用されるケースが多く、学習
者向けの情報に変えていく必要があろう。 
②入力方法では、それぞれの入力方法にたいするツールの読み取り性能を向上させるととも
に、学習者の誤りを自動で直すのではなく、誤りをきちんと指摘するような情報を付加した辞書
ツールの開発が学習上有効であろう。 
③検索リソースは玉石混交であり、コンテンツの質的向上が求められる。同時に、提示順序が
学習者の検索に大きな影響を与えており、頻度の高い順に示すこと、頻度の低い余計な情報はか
えって示さないことが、効率的な学習に結びつくことが示唆された。 
 ④検索過程もまた検索行動の成否にとって重要である。こちらは辞書ツールそのものの改善
よりも、学習者にたいする教育が重要であり、どのような辞書資源が存在し、個々の辞書資源の
長所と短所は何か。また、複数の辞書資源を組み合わせる場合、どのように組み合わせるのが有
効かといったことを教育現場で教師が指導していくことが重要であるように思われる。 
 
 以上のような研究成果は、9件の学会発表・講演のなかで紹介しているが、とくに日本語教師
を対象とした 3 件のワークショップとセミナーで、現場の教師からフィードバックを受けてよ
り明確になった観点もある。今後はこうした研究成果を論文として発信していくことになるが、
そのさい、現場の日本語教師との対話を重ね、多様なフィードバックを得ることが今後の研究の
発展にとって肝要であると考える。 
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